
第
九
回
　
諸
橋
轍
次
記
念
　
漢
字
文
化
理
解
力
検
定
　
解
答
・
解
説

【
問
題
Ⅰ
】（
小
計
45
点
）

問
１
【
読
み
書
き
】　
①
＝
司-

る
（
掌-

る
・
主-

る
・
典-

る
・
宰-

る
も
可
）

　

②
＝
然-

る
に
（
而-
る
に
も
可
）　

③
＝
政
客　
　

④
＝
い
わ
ゆ
る　

⑤
＝
弊
害

　

⑥
＝
取
捨　

⑦
＝
か
ん-
す
る
（
け
ん-

す
る
・
げ
ん-

す
る
も
可
）　

⑧
＝
か
い
ぎ
ゃ
く　

　

⑨
＝
嘲
笑
（
調
笑
も
可
）　

⑩
＝
ご
び
ゅ
う　
（
各
２
点
）

問
２
【
音
訳
】　
エ　
（
２
点
）

問
３
【
故
事
成
語
】　
ウ　
（
２
点
）

問
４
【
部
首
】　
ひ　
（
２
点
）

問
５
【
画
数
】　
11
画
（
十
一
画
・
一
一
画
も
可
）　
（
２
点
）

問
６
【
故
事
成
語
】　
ア　
（
２
点
）

問
７
【
熟
語
】　
Ｆ
「
意
表
」―
エ　

Ｇ
「
毫
も
」―
ウ　
（
各
２
点
）

問
８
【
六
書
】　
ウ　
（
２
点
）

問
９
【
漢
詩
文
】　
ア　
（
２
点
）

問
10
【
慣
用
句
】　
顔
が
青
ざ
め
る
（
６
字
）　
（
３
点
）

問
11
【
熟
語
】　
ア　
（
２
点
）

問
12
【
字
源
】　
イ　
（
２
点
）

■
解
説　
問
２　
ア
「
倫
敦
（London

）」・
イ
「
布
哇
（H

aw
aii

）」・
ウ
「
巴
里
（Paris
）」

は
、
い
ず
れ
も
音
訳
。
エ
「
聖
林
（H

ollyw
ood

）」
は
、holly

を
「
聖
」、w

ood

を

「
林
」
と
し
た
意
訳
。
た
だ
し
、holly

は
ヒ
イ
ラ
ギ
と
い
う
植
物
で
、
こ
れ
をholy

（
聖

な
る
）
と
誤
解
し
た
こ
と
か
ら
「
聖
林
」
を
当
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

問
３　
「
守
株
（
株か
ぶ

を
守
る
、
株く
い
ぜ
を
守
る
）」
は
『
韓
非
子
』
に
あ
る
故
事
。
昔
、
ウ
サ
ギ

が
木
の
切
り
株
に
頭
を
ぶ
つ
け
て
死
ん
だ
の
を
見
た
宋
の
国
の
農
夫
が
、
そ
れ
以
来
畑
仕
事

を
や
め
て
切
り
株
の
番
を
し
て
暮
ら
し
、
国
中
の
笑
い
物
に
な
っ
た
と
い
う
話
か
ら
、
古
い

習
慣
を
固
守
し
て
進
歩
の
な
い
こ
と
を
い
う
。
ア
「
推
敲
」
は
、『
唐
詩
紀
事
』
な
ど
に
あ

る
故
事
。
詩
文
を
作
る
際
に
、
字
句
や
表
現
を
よ
く
練
る
こ
と
。
イ
「
蛇
足
」
は
、『
戦
国

策
』
に
あ
る
故
事
。
無
く
て
も
よ
い
無
駄
な
も
の
の
こ
と
。
エ
「
五
十
歩
百
歩
」
は
、『
孟

子
』
に
あ
る
故
事
。
本
質
的
に
違
い
が
な
い
こ
と
の
た
と
え
。

　

問
４　
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
火ひ

」
の
部
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、「
れ
っ
か
」「
れ
ん
が
」

の
部
に
配
す
漢
和
辞
典
も
あ
る
。「
れ
っ
か
（
列
火
）」・「
れ
ん
が
（
連
火
）」
は
、「
火
」
が

脚あ
し

に
な
る
時
の
形
。
※
各
漢
和
辞
典
の
例
：『
新
漢
語
林
』（
大
修
館
）
…
「
灬
」
部　

象
形
。

甲
骨
文
で
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
つ
ば
め
の
象
形
。
の
ち
変
形
し
て
燕
と
な
る
。『
新
字
源
』

（
角
川
書
店
）
…
「
火
」
部　

象
形　

つ
ば
め
の
飛
ぶ
さ
ま
に
か
た
ど
り
、「
つ
ば
め
」
の
意

を
表
す
。『
漢
字
源
』（
学
研
）
…
「
灬
」
部　

象
形　

ツ
バ
メ
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
下

部
は
二
つ
に
わ
か
れ
た
尾
の
形
で
あ
り
、
火
で
は
な
い
。『
漢
辞
海
』（
三
省
堂
）
…
「
火

（
灬
）」
部　

〔
説
文
〕
象
形　

〔
釈
名
〕「
燕
」
は
「
宛
」
で
あ
る
。

　

問
５　
部
首
は
「
牛
」。
筆
順
を
誤
る
と
画
数
も
異
な
る
。

　

問
６　
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
を
無
理
に
こ
じ
つ
け
る
た
と
え
。「『
武
』
は
戈ほ
こ

を
止
め
る
と

書
く
。
武
力
を
抑
止
す
る
の
が
武
道
だ
。」
の
よ
う
な
も
っ
と
も
ら
し
い
説
明
は
、
郢
書
燕

説
の
典
型
。「
武
」
は
、
戈
を
止
め
る
で
は
な
く
、
戈
を
持
っ
て
戦
い
に
行
く
の
意
。
※
武

は
、
会
意
。「
戈
（
ほ
こ
）
と
止
（
あ
し
）」
で
、
戈
を
も
っ
て
足
で
堂
々
と
前
進
す
る
さ
ま
。

な
い
物
を
求
め
て
が
む
し
ゃ
ら
に
進
む
意
を
含
む
。
▽
「
春
秋
左
氏
伝
」
宣
公
十
二
年
に

「
戈
を
止
む
る
を
武
と
な
す
」
と
あ
る
の
は
誤
り
。（『
漢
字
源
』）

　

問
７　
「
意
表
」
は
、
考
え
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
、
思
い
の
外
、
意
外
。「
毫
も
」
は
、

下
に
打
消
を
伴
っ
て
、
い
さ
さ
か
、
少
し
も
。「
毫
」
は
、
動
物
の
細
い
毛
の
意
。

　

問
８　
「
会
意
」
と
は
、
複
数
の
構
成
要
素
の
意
味
を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
意
味
の
一
字

を
作
る
造
字
法
の
こ
と
。「
明
・
伐
・
榊
・
躾
」。
ア
「
日
・
木
・
水
・
車
」
象
形
文
字
。
イ

「
上
・
下
・
本
・
末
」
指
示
文
字
。
エ
「
河
・
到
・
筒
・
褒
」
形
声
文
字
。

　

問
９　
「
赤
壁
の
賦
」
は
、
北
宋
の
蘇
軾
の
作
。
湖
北
省
黄こ
う

岡こ
う

県
の
城
外
に
遊
ん
だ
蘇
軾
が
、

誤
っ
て
こ
こ
を
曹
操
が
破
れ
た
古
戦
場
「
赤
壁
」
と
考
え
、
前
後
二
編
の
「
赤
壁
の
賦
」
を

作
っ
た
。
イ
「
朋
党
論
」
北
宋
の
欧お
う

陽よ
う

脩し
ゅ
うの
作
。
ウ
「
雑
説
」
中
唐
の
韓か
ん

愈ゆ

の
作
。
エ
「
蛇

を
捕
ふ
る
者
の
説
」
中
唐
の
柳
り
ゅ
う

宗そ
う

元げ
ん

の
作
。
韓
愈
、
柳
宗
元
、
欧
陽
脩
、
蘇
軾
に
王
安
石
、

曾そ
う

鞏き
ょ
う、
蘇そ

洵じ
ゅ
ん、
蘇そ

轍て
つ

を
加
え
た
八
人
を
「
唐と
う

宋そ
う

八は
ち

大た
い

家か

」
と
称
す
る
。

　

問
10　
顔
が
青
く
な
る
（
６
字
）、
元
気
が
な
く
な
る
（
７
字
）、
手
も
足
も
出
な
い
（
７

字
）、
血
の
気
が
引
く
（
６
字
）
な
ど
も
可
。「
顔
色
」
は
、
心
情
の
変
化
が
現
れ
た
顔
の
様

子
。「
が
ん
し
ょ
く
」
と
読
み
た
い
。

　

問
11　
「
鳩
き
ゅ
う

首し
ゅ

」
は
、
頭
を
あ
つ
め
る
。
相
談
な
ど
を
す
る
時
に
互
い
に
頭
を
近
づ
け
あ

つ
め
る
こ
と
。
イ
「
鳩
き
ゅ
う

杖じ
ょ
う
」
は
、
頭
に
鳩
の
飾
り
の
あ
る
箸
。
ま
た
、
鳩
の
飾
り
の
あ
る

杖
。
ハ
ト
は
飲
食
す
る
時
に
む
せ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
老
人
が
む
せ
な
い
こ
と
を
祈
る

意
を
寓
し
て
い
る
。
ウ
「
鳩
き
ゅ
う

巣そ
う

」
は
、
ハ
ト
の
巣
。
ハ
ト
は
巣
を
作
る
こ
と
が
下
手
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
、
粗
末
な
す
み
か
。
エ
「
鳩
き
ゅ
う

尾び

」
は
、
み
ず
お
ち
。
胸
と
腹
と
の

間
の
く
ぼ
ん
だ
と
こ
ろ
。

　

問
12　
「
右
文
」
は
、
漢
字
の
右
半
分
、
旁
の
部
分
の
こ
と
。「
右
文
説
」
は
、
形
声
文
字

で
、
本
来
音
を
表
す
「
右
文
」
が
、
そ
の
文
字
の
基
本
的
な
意
味
を
も
表
す
と
す
る
説
。
た

と
え
ば
、
清
・
精
・
晴
・
睛
な
ど
が
、「
青
（
す
み
き
っ
た
）」
と
い
う
意
味
を
共
有
す
る
と

説
く
が
、
こ
の
説
に
は
限
界
が
あ
る
。
蘇
軾
が
王
安
石
の
説
く
「
滑
」
や
「
鳩
」
の
字
源
を

論
破
し
た
話
は
、『
鶴
林
玉
露
』
や
『
警
世
通
言
』
に
あ
る
。
阿
辻
哲
次
『
漢
字
の
字
源
』

（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
が
参
考
に
な
る
。
ア
「
五
行
説
」
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の

「
五
行
」
の
消
長
に
よ
っ
て
天
地
の
変
異
を
説
明
す
る
。
ウ
「
音
義
説
」
同
音
の
語
に
よ
っ

て
語
源
を
説
く
。
エ
「
性
霊
説
」
漢
詩
で
、
心
情
を
自
由
に
発
露
す
る
こ
と
を
要
諦
と
す
る

説
。�

（
塚
田
勝
郎
）

【
問
題
Ⅱ
】（
小
計
20
点
）

問
１
【
誤
字
訂
正
】
①
＝
侮
→
悔　

②
＝
察
→
刷　

③
＝
望
→
臨　
（
各
２
点
）

問
２
【
二
字
熟
語
の
構
造
】
①
＝
ウ　

②
＝
エ　

③
＝
ア　
（
各
２
点
）

問
３
【
類
義
の
四
字
熟
語
】
イ　
（
２
点
）

問
４
【
故
事
成
語
】
エ　
（
１
点
）

問
５
【
漢
籍
の
知
識
】
孔
子
家
語　
（
２
点
）

問
６
【
万
葉
仮
名
】（
１
）＝
こ　
（
１
点
）　　

（
２
）＝
屋　
（
２
点
）

■
解
説　
問
１
①
「
後
悔
」
の
「
悔
」
は
、「
く
（
や
む
）」
と
訓
読
み
す
る
漢
字
。
心
情
に
関

す
る
意
味
を
持
つ
漢
字
な
の
で
、
部
首
「
忄
（
立
心
偏
）」
が
付
く
。「
亻
（
人
偏
）」
の

「
侮
」
は
、「
あ
な
ど
（
る
）」
と
訓
読
み
す
る
漢
字
。
対
人
関
係
を
表
す
の
で
「
亻
」
だ
、

と
覚
え
る
と
よ
い
。
②
「
刷
新
」
は
、〝
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
新
し
く
す
る
〟
と
い
う
意
味
。

「
刷
」
に
は
、
汚
れ
な
ど
を
〝
き
れ
い
に
払
い
去
る
〟
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
③
〝
見
る
〟

こ
と
を
表
す
「
望
」
は
、「
望
遠
鏡
」
の
よ
う
に
〝
遠
く
を
見
る
〟
と
い
う
意
味
。「
○
○
を

望
む
」
の
形
で
用
い
る
の
が
基
本
。
一
方
、「
○
○
に
の
ぞ
む
」
は
、〝
す
ぐ
そ
ば
に
接
す

る
〟
と
い
う
意
味
で
、
漢
字
で
は
「
臨
海
工
業
地
帯
」
な
ど
の
「
臨
」
を
用
い
る
。

　

問
２　
①
ア
「
防
災
」
は
〝
災
い
を
防
ぐ
〟
こ
と
。
イ
「
代
案
」
は
〝
代
わ
り
の
案
〟。
ウ

「
関
与
」
は
〝
関
わ
る
こ
と
と
与
（
あ
ず
か
）
る
こ
と
〟、「
あ
ず
か
る
」
と
は
〝
関
係
す
る
〟

と
い
う
意
味
。
エ
「
非
凡
」
は
〝（
平
）
凡
に
非
ず
〟。
②
ア
「
指
定
」
は
〝
指
し
て
定
め

る
〟。
イ
「
予
定
」
は
、〝
予
（
あ
ら
か
じ
）
め
定
め
る
〟。
ウ
「
内
定
」
は
〝
内
々
に
定
め

る
〟。
エ
「
法
定
」
は
、〝
法
が
定
め
る
〟。
③
ア
「
断
裁
」
は
〝
紙
な
ど
を
断
ち
切
る
〟
こ

と
。「
裁
断
」
は
、〝
判
断
し
て
決
め
る
〟
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、〝
紙
や
布
な
ど
を
切
る
〟

と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
る
。
イ
「
牛
乳
」
は
〝
牛
の
乳
〟
で
、「
乳
牛
」
は
〝
乳
を
出
す

牛
〟。
ウ
「
虚
空
」
は
〝
何
も
な
い
空
間
〟
で
、「
空
虚
」
は
〝
中
身
が
な
い
〟
こ
と
。
エ

「
辞
世
」
は
〝
死
を
前
に
し
て
残
す
詩
歌
〟
だ
が
、「
世
辞
」
は
い
わ
ゆ
る
「
お
せ
じ
」
で

〝
相
手
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
ば
〟
を
い
う
。

　

問
３　
示
さ
れ
た
四
字
熟
語
の
空
欄
を
埋
め
る
と
、「
行こ
う

雲う
ん

流り
ゅ
う

水す
い

」「
深し
ん

山ざ
ん

幽ゆ
う

谷こ
く

」「
旗き

幟し

鮮せ
ん

明め
い

」「
千せ
ん

紫し

万ば
ん

紅こ
う

」。「
水
」「
山
」「
明
」「
紫
」
を
並
べ
換
え
て
で
き
る
の
は
「
山さ
ん

紫し

水す
い

明め
い

」

で
、〝
美
し
い
山
や
水
辺
〟
を
意
味
す
る
四
字
熟
語
。
一
方
、
選
択
肢
の
ア
「
鏡
き
ょ
う

花か

水す
い

月げ
つ

」

は
〝
把
握
す
る
の
が
難
し
い
、
芸
術
的
な
美
し
さ
〟、
イ
「
風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

」
は
〝
自
然
の
景
色

が
明
る
く
美
し
い
〟
こ
と
、
ウ
「
晴せ
い

耕こ
う

雨う

読ど
く

」
は
〝
自
然
と
一
体
に
な
っ
た
暮
ら
し
〟
の
た

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪



【
問
題
Ⅳ
】（
小
計
15
点
）

問
１
【
辞
書
の
種
別
】
イ　
（
３
点
）

問
２
【
字
義
】
イ　
（
３
点
）

問
３
【
六
書
】
ウ　
（
３
点
）

問
４
【
表
記
法
】
反
切
注
（
反
切
・
反
切
法
も
可
）　
（
３
点
）

問
５
【
韻
書
の
読
み
方
】（
例
）
同
音
字
の
数
／
同
じ
小
韻
の
収
録
字
数
／
燮
と
同
じ
読
み
の

字
の
数　

な
ど　
（
３
点
）

■
解
説　
問
１　
漢
字
の
発
音
に
よ
っ
て
字
を
分
類
配
列
し
た
辞
書
の
こ
と
を
、「
韻
書
」
と

呼
ぶ
。
代
表
的
な
韻
書
に
は
『
広
韻
』（
宋
・
陳
彭
年
ら
撰
、
一
〇
〇
八
年
）、『
集
韻
』

（
宋
・
丁
度
ら
撰
、
一
〇
三
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ア
「
字
書
」
は
、
部
首
に
よ
っ
て
漢
字

を
配
列
し
解
説
し
た
辞
書
の
こ
と
。
ウ
「
音
義
書
」
は
、
特
定
の
経
典
に
登
場
す
る
、
解
釈

が
必
要
な
字
や
語
句
に
対
し
て
、
原
典
で
の
登
場
順
に
配
列
し
解
説
す
る
辞
書
の
こ
と
。
エ

「
字
様
書
」
は
、
漢
字
の
正
し
い
字
形
や
書
写
上
の
規
範
を
示
す
書
物
の
こ
と
。
オ
「
類
書
」

は
、
多
く
の
書
物
か
ら
記
事
や
語
句
を
抜
き
出
し
て
内
容
ご
と
に
分
類
し
て
集
め
た
、
百
科

事
典
的
な
書
物
の
こ
と
。

　

問
２　
「
燮
」
は
「
シ
ョ
ウ
」
と
読
み
、「
和
ら
げ
る
」
の
意
味
で
、「
燮
和
」〈
調
和
さ
せ

る
〉「
燮
理
」〈
や
わ
ら
げ
、
と
と
の
え
て
国
を
治
め
る
〉
な
ど
の
語
の
一
部
と
し
て
使
わ
れ

る
。

　

問
３　
「
会
意
」
と
は
、
複
数
の
構
成
要
素
の
意
味
を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
意
味
の
一
字

を
作
る
造
字
法
の
こ
と
。『
説
文
解
字
』
で
成
り
立
ち
が
「
从
Ａ
Ｂ
」
と
示
さ
れ
る
字
は
、

会
意
字
で
あ
る
。『
広
韻
』
が
引
用
す
る
『
説
文
解
字
』
に
は
「
从
言
又
炎
」
と
あ
り
、

「
言
・
又
・
炎
」
の
三
字
の
意
味
を
合
わ
せ
て
「
燮
」
と
い
う
字
が
で
き
た
と
解
説
さ
れ
て

い
る
。

　

問
４　
古
典
中
国
で
の
漢
字
の
発
音
表
記
法
に
は
、
主
に
反
切
法
と
直
音
法
と
が
あ
る
。
反

切
法
と
は
、
漢
字
二
字
を
用
い
て
発
音
を
表
記
す
る
方
法
で
、「
某
某
切
（
反
）」
の
形
式
で

表
さ
れ
、
二
字
の
発
音
を
口
の
中
で
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
と
す
る
字
の
発
音

を
導
き
出
さ
せ
る
よ
う
に
字
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

問
５　
『
広
韻
』
で
は
同
じ
発
音
の
字
が
ま
と
め
て
掲
出
さ
れ
る
。
そ
の
同
音
字
群
の
冒
頭

に
置
か
れ
た
字
に
は
音
注
が
記
さ
れ
、
字
釈
末
に
同
音
字
の
数
が
記
さ
れ
る
。「
十
六
」
は

「
燮
」
を
含
む
小
韻
の
収
録
字
数
を
表
し
て
い
る
。�

（
田
中
郁
也
）

【
問
題
Ⅴ
】（
小
計
５
点
）

問
１
【
大
漢
和
辞
典
】
ウ　
（
１
点
）

問
２
【
大
漢
和
辞
典
】
イ　
（
１
点
）

問
３
【
大
漢
和
辞
典
】
エ　
（
１
点
）

問
４
【
業
績
】
ア　
（
１
点
）

問
５
【
座
右
の
銘
】
行
不
由
徑
（
径
）　
（
１
点
）

■
解
説　
問
１　
諸
橋
博
士
に
漢
和
辞
典
の
編
纂
を
持
ち
か
け
た
の
は
、
大
修
館
書
店
創
業
者

の
鈴
木
一
平
で
あ
る
。
ア
「
岩
波
茂
雄
」
は
岩
波
書
店
、
イ
「
野
間
清
治
」
は
講
談
社
の
創

業
者
と
し
て
知
ら
れ
る
出
版
人
で
あ
る
。
エ
「
金
田
一
京
助
」
は
ア
イ
ヌ
語
研
究
に
従
事
し

た
言
語
学
者
で
多
く
の
辞
書
の
編
・
監
修
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
オ
「
正
宗
敦
夫
」
は
『
万

葉
集
索
引
』『
日
本
古
典
全
集
』
な
ど
の
刊
行
で
知
ら
れ
る
国
文
学
者
・
歌
人
で
あ
る
。

　

問
２　
『
大
漢
和
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
る
見
出
し
字
数
は
約
五
万
字
で
、
一
般
的
な
机
上
漢

和
辞
典
の
見
出
し
字
数
が
お
よ
そ
一
万
字
程
度
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
そ
の
収
録
字

数
の
多
さ
が
わ
か
る
。

　

問
３　
一
九
四
三
年
に
は
初
版
の
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
戦
災
に
よ
っ
て
組
版

や
資
料
を
失
っ
た
。
戦
後
再
度
編
纂
に
取
り
か
か
り
、
一
九
五
五
年
に
第
一
巻
を
刊
行
、
一

九
六
〇
年
に
全
十
三
巻
が
完
成
し
た
。

　

問
４　
静
嘉
堂
文
庫
は
、
三
菱
財
閥
の
岩
崎
家
が
収
集
し
た
古
典
籍
や
美
術
品
な
ど
を
収
蔵

す
る
機
関
で
あ
る
。
岩
崎
小
弥
太
は
、
三
菱
財
閥
の
第
四
代
総
帥
で
、
静
嘉
堂
文
庫
の
発
展

に
も
尽
力
し
た
人
物
。
イ
「
渋
沢
栄
一
」
は
、「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
日
本

の
近
代
化
に
尽
力
し
た
実
業
家
。
ウ
「
大
倉
喜
八
郎
」
は
、
大
倉
財
閥
を
築
い
た
実
業
家
。

エ
「
益
田
孝
」
は
三
井
物
産
の
創
立
に
関
わ
り
、
三
井
財
閥
の
発
展
に
貢
献
し
た
実
業
家
。

オ
「
住
友
友
純
」
は
住
友
家
第
十
五
代
当
主
。

　

問
５　
「
行
不
由
徑
」（
ゆ
く
に
こ
み
ち
に
よ
ら
ず
）
は
、『
論
語
』（
雍
也
）
に
あ
る
言
葉
。

「
歩
く
の
に
安
易
な
こ
み
ち
（
徑
）
を
選
ば
ず
、
ま
っ
す
ぐ
大
道
を
歩
む
」
と
い
う
意
味
の

語
句
で
あ
る
。

�

（
田
中
郁
也
）

と
え
、
エ
「
無む

為い

自し

然ぜ
ん

」
は
〝
特
に
手
を
加
え
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
〟。「
山
紫
水

明
」
と
最
も
意
味
が
近
い
の
は
、
イ
。

　

問
４　
ア
「
破
天
荒
」
は
〝
前
例
の
な
い
こ
と
を
す
る
〟
こ
と
で
、『
北ほ
く

夢ぼ
う

瑣さ

言げ
ん

』
に
出
て

く
る
故
事
か
ら
。
中
国
の
あ
る
地
方
は
、
中
央
政
府
の
官
吏
登
用
試
験
（
科
挙
）
に
合
格
者

を
出
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
「
天
荒
（
自
然
の
ま
ま
の
荒
れ
地
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
初
め
て
合
格
者
が
出
た
時
に
は
そ
の
状
態
を
「
破
っ
た
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
。
イ

「
登
竜
門
」
は
〝
出
世
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
重
要
な
試
験
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
〟
の
た
と

え
で
、『
後
漢
書
』
に
出
て
く
る
故
事
か
ら
。「
竜
門
」
と
は
、
黄
河
に
あ
る
急
流
。
そ
こ
を

登
り
切
っ
た
鯉
は
竜
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
後
漢
王
朝
の
時
代
、
あ
る
有
力
な
政
治
家

と
交
友
を
結
ぶ
こ
と
を
た
と
え
て
、「
竜
門
に
登
る
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
ウ
「
白
眼
視
」

は
、〝
冷
淡
に
接
す
る
〟
こ
と
で
、『
晋
書
』
に
出
て
く
る
故
事
。
あ
る
文
人
は
、「
青
眼
」

と
「
白
眼
」
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
気
に
入
ら
な
い
人
物
と
会
う
時
に
は
「
白
眼
」

を
用
い
て
い
た
と
い
う
話
。
エ
「
天
王
山
」
は
〝
勝
敗
や
運
命
の
分
か
れ
目
〟
の
こ
と
。

『
太
閤
記
』
に
出
て
く
る
話
で
、
羽
柴
秀
吉
（
後
の
豊
臣
秀
吉
）
が
明
智
光
秀
と
戦
っ
た
際
、

こ
の
山
を
占
領
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
勝
利
を
得
た
と
い
う
。

　

問
５　
『
論
語
』、『
礼
記
』、『
春
秋
』
は
、
い
ず
れ
も
「
四
書
五
経
」
の
一
つ
。『
孔
子
家

語
』
は
孔
子
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
も
の
だ
が
、
後
世
の
偽
作
説
も
あ
り
、

「
四
書
五
経
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

問
６　
掲
げ
た
歌
は
、『
万
葉
集
』
一
九
巻
四
二
九
一
番
、
大
伴
家
持
の
一
首
。（
１
）
万
葉

仮
名
の
「
許
」
に
対
応
す
る
ひ
ら
が
な
を
答
え
る
問
題
。
和
歌
の
文
脈
と
、
現
在
、
一
般
的

に
使
わ
れ
て
い
る
音
読
み
「
き
ょ
」
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
こ
」
で
は
な
い
か
と
推
測
で

き
る
。（
２
）「
和
（
わ
）」「
我
（
が
）」「
度
（
ど
）」
な
ど
は
、
現
在
で
も
使
わ
れ
る
音
読

み
。「
能
（
の
）」「
等
（
と
）」「
敝
（
へ
）」
は
、
音
読
み
「
の
う
」「
と
う
」「
へ
い
」
が
縮

ま
っ
た
も
の
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、「
屋
」
の
音
読
み
は
「
お
く
」
で
、「
や
」
と
読
む
の
は

訓
読
み
。
万
葉
仮
名
で
は
音
読
み
を
用
い
る
も
の
が
目
立
つ
印
象
が
あ
る
が
、
訓
読
み
を
使

っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。�

（
円
満
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【
問
題
Ⅲ
】（
15
点
）

問
１
【
国
字
】 （
１
）＝
ウ　
　

（
２
）＝
す
け
と
う
だ
ら
（
す
け
そ
う
だ
ら
、
す
け
と　

も
可
）　

（
各
３
点
）

問
２
【
国
字
・
国
訓
】
ア
・
ウ　
（
各
３
点
）

問
３
【
崩
し
字
】
候　
（
３
点
）

■
解
説　
問
１　
女
房
詞
は
、
室
町
時
代
か
ら
宮
中
や
院
に
仕
え
る
女
房
た
ち
が
使
い
始
め
た

社
会
方
言
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
、
今
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
学
で
は
、
日
本
語
史

や
位
相
語
の
研
究
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
女
房
詞
で
タ
ラ
を
ユ
キ
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の

字
の
旁
か
ら
と
も
、
身
が
白
い
と
こ
ろ
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
字
は
、
雪
（
旧
字
体

は
「
雪
」）
が
降
る
季
節
に
旬
を
迎
え
る
点
と
白
身
魚
で
あ
る
点
か
ら
旁
に
「
雪
」
が
選
ば

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
旁
は
「
冬
」
な
ど
も
書
か
れ
た
（
鮗
。
別
に
コ
ノ
シ
ロ
に
多
く

用
い
る
）。「
鯳
」
は
「
介
党
鱈
」「
助
惣
鱈
」
な
ど
と
も
書
く
。
江
戸
時
代
に
佐
渡
で
ス
ケ

ト
と
読
ん
で
使
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

問
２　
「
閂
」「
閖
」
は
国
字
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
（
後
者
は
第
三
回
の
解
説

参
照
）、
宋
代
頃
に
中
国
で
現
れ
た
漢
字
で
あ
り
、
字
書
な
ど
の
記
述
内
容
か
ら
中
国
由
来

の
字
義
と
い
え
る
。
一
方
、「
閊
」
は
江
戸
時
代
頃
に
現
れ
た
国
字
で
あ
る
。
力
士
の
名
に

慣
習
と
し
て
付
け
る
「
関
」
の
用
法
は
、
相
撲
界
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
た
め
国
訓
で
あ
る
。

　

問
３　
い
わ
ゆ
る
候
文
体
の
書
物
や
文
書
に
お
い
て
、「
～
で
ご
ざ
い
ま
す
」「
～
ま
す
」
と

い
う
意
味
で
使
わ
れ
た
補
助
動
詞
の
「
さ
う
ら
ふ
」
に
当
て
た
「
候
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

日
本
で
崩
し
て
書
く
こ
と
が
進
み
、
近
世
に
は
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
。
時
に
は

「
丶
」
で
済
ま
さ
れ
る
こ
と
さ
え
も
あ
っ
た
。�

（
笹
原
宏
之
）


